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第３節 ６次産業化分野 

 

（１）概要 

６次産業化分野においては、農産物を高付加価値化する事業の企画に携わり、

市場開拓を先導するとともに、参画する主体間の利害関係を調整し、適正な付加

価値配分を行うことができ、異業種横断でプロジェクトを組成・管理し、実績を

上げることができる人材が求められており、６次産業化実践科は、農業技術に関

する知識、技能・技術の習得に加え、「食の６次産業化プロデューサーキャリア段

位制度」の育成プログラムの内容をカリキュラムに取り入れ、将来的に６次産業

化の推進に取り組める人材の育成を目指すものである。 

この訓練科は、農業技術をベースに、「食の６次産業化プロデューサーキャリア

段位制度」の育成プログラムの内容を加味して６次産業化の展開に必要となる基

本的な知識、技能・技術を４か月で学び、地域の特性を踏まえてコース設定でき

るよう、生産（１次産業）、食品加工（２次産業）、販売・流通（３次産業）のい

ずれかに軸足を置いた３つの訓練コースのモデルカリキュラムとして取りまとめ

たものである。 
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（２）モデルカリキュラム 

イ ６次産業化実践科（生産コース） 
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ロ ６次産業化実践科（食品加工コース） 
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ロ ６次産業化実践科（食品加工コース） 
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ハ ６次産業化実践科（販売・流通コース） 
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（３）科目の内容・細目シート 

【シート３－１】 
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（３）科目の内容・細目シート 

【シート３－１】 
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【シート３－２】 

 

【シート３－３】 
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【シート３－４】 

 

 

【シート３－５】 
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【シート３－４】 

 

 

【シート３－５】 
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【シート３－６】 

 

 

【シート３－７】 
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【シート３－８】 

 

 

【シート３－９】 
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【シート３－８】 

 

 

【シート３－９】 
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【シート３－１０】 

 

 

【シート３－１１】 
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【シート３－１２】 

 

 

【シート３－１３】 

 

− 112 −

教材情報資料 No.120



第３章 事業の成果物 

- 112 - 

 

【シート３－１２】 

 

 

【シート３－１３】 
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（４）ジョブ・カード様式４－２〔評価シート〕 

イ ６次産業化実践科（生産コース） 
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ロ ６次産業化実践科（食品加工コース） 
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ハ ６次産業化実践科（販売・流通コース） 
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（５）参考図書、参考情報等 

 

 

（６）モデルカリキュラム活用事の留意点等 

イ ６次産業化に関する科目 

①学科 

(a)「食農知識」（シート３－１） 

６次産業化の導入的な位置づけとして、「食の検定 食農３級」の内容を

踏襲した科目内容とし、日常生活の「食」から「農業」を意識できるように

設定している。 

(b)「６次産業化の基礎」（シート３－３）及び「食品の生産・加工・販売基

礎」（シート３－４） 

これら２科目は、「食の６次産業化プロデューサーキャリア段位制度」の

育成プログラム１の内容を勘案し設定したものである。 

(c)「農作業実践技術」（シート３－５） 

学科目「農業概論」（シート３－２）など農業技術の基礎知識を習得した

後に、地域の特産物などを対象とした農業技術のより専門的、具体的な知識

の習得を意識したカリキュラム構成とし、実技科目「６次産業化実習（生産）」 

 

１ 食の６次産業化プロデューサーキャリア段位制度の育成プログラムの認証は、一般社団法人食農共

創プロデューサーズが実施している。 

〔http://www.6ji-biz.org/index.html〕 
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（シート３－１１）に活かせるような内容とすること。 

(d)「食品の加工・製造法」（シート３－６） 

上記(b)の学科目において６次産業化の基礎及び食品加工の基礎を習得

した後に、地域の特産物などを対象とした食品加工・製造技術について、よ

り専門的、具体的な知識の習得を意識したカリキュラム構成とし、実技科目

「６次産業化実習（食品加工）」（シート３－１２）に活かせるような内容と

すること。 

(e)「販売・流通の概要」（シート３－７） 

上記(b)の学科目において６次産業化の基礎及び販売・流通の基礎を習得

した後に、地域の特産物などを対象とした販売・流通について、より専門的、

具体的な知識の習得を意識したカリキュラム構成とし、実技科目「６次産業

化実習（販売・流通）」（シート３－１３）に活かせるような内容とすること。 

ロ 実技 

「６次産業化実習（生産）」（シート３－１１）、「６次産業化実習（食品加工）」

（シート３－１２）及び「６次産業化実習（販売・流通）」（シート３－１３）

の３科目については、６次産業化を強く意識した上で、地域の特産物等を対象

として、グループ単位で調査・分析・検討などを行った上で商品（製品）の企

画を行い、企画した商品（製品）の生産、加工又は販売について実習を行う。 

ハ 関連資格 

受講によって、受検若しくは取得が可能になる資格としては、以下のものを

想定している。 

・ 食の６次産業化プロデューサーのキャリア段位 レベル１ 

 ⇒ 一般社団法人食農共創プロデューサーズ 

・ 食の検定 食農３級 

 ⇒ 一般社団法人食の検定協会 

・ 日本農業技術検定 ３級 

 ⇒ 日本農業技術検定協会 
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